
2019年6月

Seminar

LQシリーズ
（IPインターフェイス）



LQとは
４W音声とパーティラインの音声とコールシグナル

をIPに変換し、⾧距離伝送するためのインター
フェイス。

距離的制約を受けることなく、世界中どこでもベ
ルトパックを繋ぐことができる。

最大で６台をリンクすることができる。
AgentIC、SIP接続によりワイヤレスインカムシス

テムを組める。
8種類あり、用途に応じて選択可能。



LQの分類

LQ LQ-R

ハーフラックサイズ １Uサイズ

２チャンネル（3台） ４チャンネル（１台）or
８チャンネル（４台）

PoE機能あり（２台まで） なし
なし 電源二重化あり

BP５台まで電源供給可能 BP２０台まで電源供給可能



LQの種類

①LQ-2W2
 PLに電源供給ができる（BP5台まで）
 XLR3ピン×２、イーサコン×２
 PoE機能あり（BP2台まで）
 ターミネーション、コールシグナル、オート

ナリング

＜ハーフラックサイズ:3種類＞

②LQ-4W2
 イーサコン（４W用）×２、イーサコン×２
 PoE機能あり（BP2台まで）
 コールシグナル
 To matrix or To panel（Tx・Rxの選

択ができる）

③LQ-4WG2
 GPIOで接点の制御（無線機のPTTオン・オフなど）ができる。
 Dsub9ピン×２、イーサコン×2
 PoE機能あり（BP2台まで）



LQの種類
＜1Uサイズ（LQ-R）:5種類＞

⑤LQ-R4W8 イーサコン×８

④LQ-R2W4 XLR３ピン（In/Out）×４

⑥LQ-R2W4-4W4
 ２W,４Wどちらも使える。
 XLR３ピン×４、イーサコン×４
 ターミネーション、コールシグナル、オートナリング



LQの種類
＜1Uサイズ:5種類＞

⑦LQ-R4WG8
 Dsub９ピン×８、イーサコン×2

⑧LQ-R2W4-4WG4
 ２W,４Wどちらにも対応。
 接点による制御ができる。
 ターミネーション、オートナリング、コールシグナル



LQの使用方法
本体には４種類の使い方がある。
1.LQ同士での接続
2.Agent IC
3.SIP
4.Eclipseとの接続

ポートの接続方法
⇒チャンネル /  4Wダイレクト（併せて24ch）

１台の最大ポート数24（ハードウェアポート８、SIP
電話アカウント８、Agent IC８アカウント）



接続のイメージ
（LQ×LQ,ローカル接続）

LQ（Link Master）

ハ
ブ

ローカルIP 192.168.10.23

LQ1

LQ2

LQ3

Link Member
Link Masterに
192.168.10.20を登録

ローカルIP 192.168.10.20

ローカルIP 192.168.10.22

ローカルIP 192.168.10.21



接続のイメージ
（館内4拠点IP接続システム）

メインスタジオ（Link Master）

ハ
ブ

ローカルIP 192.168.10.23

楽屋

大道具部屋

サブスタジオ

Link Member
Link Masterに
192.168.10.20を登録

ローカルIP 192.168.10.20
ローカルIP 192.168.10.22

ローカルIP 192.168.10.21



接続のイメージ
（LQ×LQ,インターネット経由）

LQ（Link Master）

ル
ー
タ
ー

グローバルIP 130.220.10.20

グローバルIP 130.220.10.20
ローカルIP 192.168.10.20

DHCP

LQ1

LQ2

LQ3

Link Member
Link Masterに
130.220.10.20を登録

DHCP

DHCP 130.220.10.20 TCP/UDP6001 ⇔ 192.168.10.20
130.220.10.20 TCP/UDP 80 ⇔ 192.168.10.20
130.220.10.20 TCP/UDP 655 ⇔ 192.168.10.20

ポートフォワーディング

リンク用⇒

音声用⇒

インター
ネット



システム例
（4拠点同時中継）

東京（Link Master）

ル
ー
タ
ー

グローバルIP 130.220.10.20

グローバルIP 130.220.10.20
ローカルIP 192.168.10.20

DHCP

福岡

大阪

宮城

Link Member
Link Masterに
130.220.10.20を登録

DHCP

DHCP 130.220.10.20 TCP/UDP6001 ⇔ 192.168.10.20
130.220.10.20 TCP/UDP 80 ⇔ 192.168.10.20
130.220.10.20 TCP/UDP 655 ⇔ 192.168.10.20

ポートフォワーディング

リンク用⇒

音声用⇒

インター
ネット



Agent IC
LQまたはEclipseに対してスマートフォン・アップル

ウォッチなどを子機にできる。
音声の伝送方式は①Wi-Fi経由②インター

ネット経由がある。１台の親機に、８つまでのラ
イセンスを登録することができる。

ソフト上でアカウントごとのキー・チャンネル設定、
パスワードの設定によるセキュリティ対策などがで
きる。



設定・接続方法（端末側）



Agent IC 使用画面



接続のイメージ（Agent IC）

LQ
グローバルIP 130.220.10.20

ローカルIP 192.168.10.20

スマホ

Apple watch

タブレット

ル
ー
タ
ー

グローバルIP 130.220.10.20

130.220.10.20 TCP/UDP6001 ⇔ 192.168.10.20
130.220.10.20 TCP/UDP 80  ⇔ 192.168.10.20

ポートフォワーディング



接続のイメージ
（簡易的ワイヤレスシステム）

ドーム 中継

グローバルIP 130.220.10.20
ローカルIP 192.168.10.20

スマホ

Apple watch

タブレット

ル
ー
タ
ー

グローバルIP 130.220.10.20

130.220.10.20 TCP/UDP6001 ⇔ 192.168.10.20
130.220.10.20 TCP/UDP 80  ⇔ 192.168.10.20

ポートフォワーディング

MS-702

ベルトパック
移動しつつたまに指示を出す人

聞くだけの人

責任者



接続のイメージ（SIP）

LQ

スマホ

PC

SIP
サ
ー
バ
ー201

202

203
204

205
206

SIPサーバー登録のアカウント:
201,202,203,204,205,206

LQではSIPのアカウントを8個まで持つことができ、それぞれのアカウント
を各チャンネルにアサインすることができる。

 IPアドレスが変わっても影響を受けない。SIP電話をそのまま使える。

ハブ



接続のイメージ（Eclipse）

E-IPA

E-
IPA 
card

E-IPA



設定、接続方法



CCM



CCM



CCM

⇐リンク時入力



各ポート設定①

設定はポートごとに行う



VOX Action Trigger機能
VOX機能:パケット通信開始の基準音量
（スレッショルド）・終了までの時間（ディレイ）の
設定により無音での伝送を防ぐ。

➪パケット通信料の節約ができる。

VOX Action Trigger機能:音の検知と接点
の反応を紐づけることができる。

（例:〇〇dBu以上の音が出たらランプがつく、タリーが付くなど）

相手方はDsub9ピンを持っている必要がある。



VOX Action Trigger機能

それぞれのポートについて設定をする。
一緒のチャンネルに入れる。

ポートAに音が入るとEvent A
が作動する。

Event Aが作動すると
接点がたたかれる。



チャンネルのイメージ

Channel1:PORT A,スマホ①,スマホ②,PORT E
Channel2:PORT A,PORT B,PORT G,PORT H,

スマホ①, Apple watch①,Apple watch②

PORT A PORT B

LQ-2W2

PORT A   PORT B    PORT C   PORT D （２W）
PORT E   PORT F    PORT G  PORT H （４W）

スマホ① スマホ② Apple watch①
Apple watch②LQ-R2W4-4W4



各ポートの設定②



各ポートの設定②



LQ同士のリンク



LQ同士のリンク

 Link masterのグローバルIPアドレスを入力する。  TCP/UDPポートを655に設定する。

〈Link member側の設定〉 〈Link master側の設定〉



Agent IC



Agent IC



Agent IC



Agent IC



現場で設定したいとき
本体フロントパネルからも設定を行うことができる。
可能な設定:入出力ゲイン、VOXスレッショルド、

ディレイ、２WパワーON・OFF、ターミネーション、
オートナリング、GPIO設定etc

⾧押しでMenu表示。



まとめ
既存のシステムと組み合わせることで音声やコール信

号、制御をどこにでも送ることができる。
リンクにより最大で48ポートの巨大システム
システムの組み換えが容易（ブラウザベース、出先

のLQも設定できる）
子機の選択肢が多い（アプリ端末、BP、無線機）


